２０１９年度 地域介護専門職員研修　開催要綱

１．研修の目的

　　　介護に関する相談援助業務、介護業務を行う上で必要な知識・技術について、より専門性を高め、かつ自らの所属する施設（機関、事業所等）内に限らず広く地域において中核的・指導的な役割を担う人材の養成を目的とします。
２．主　催

　　　社会福祉法人　福島県社会福祉協議会

３．受講対象

　　　高齢者福祉関係機関・施設等の職員で、職場内に限らず広く地域において中核的・指導的な役割を担うことができる職員（または期待される職員）を受講対象とします。
　　　詳しくは、各研修コースの「受講対象」欄を確認してください。
４．研修コースと概要　※研修プログラム・詳細については県社協ＨＰをご確認ください。
	①地域アセスメント研修
	定員　３0名
参加負担金　３,000円

	期日
	２０１９年７月４日（木）～５日（金）　　【 ２日間 】

	目的
	地域を対象としたイベント・事業開催のためのアセスメント方法を学ぶ。
地域の状況やニーズを把握する手法を学ぶ。

	受講

対象
	介護に関する講座（サロン・カフェ）や会議等の企画・運営・実施等を行っている職員など

	内容
（概要）
	・地域の不便さを探してみよう・地域の資源を探してみよう・地域アセスメントを考えてみよう


	②地域の引き立て役（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）になろう【企画力アップ研修】
	定員　３0名
参加負担金　３,000円

	期日
	２０１９年８月６日（火）～７日（水）　　【 ２日間 】

	目的
	地域ケア会議や運営推進会議を実施する上での基本的な手法を学ぶ。
地域を対象に実施する事業やイベントなどの企画・準備・実施方法を学ぶ。

	受講

対象
	地域を対象とした会議やイベントなどの企画・実施を行っている職員など

	内容
（概要）
	・地域課題に向き合うために・住民懇談会を行うための技法を学ぶ・住民研修会を行うための技法を学ぶ


	③福祉職のための記録研修【相談援助面接研修(記録編)】
	定員　各３０名
参加負担金　各２,000円

	期日
	第１班：２０１９年　７月２３日（火）
第２班；２０１９年１１月２６日（火）【各1日間】※いずれも同じ内容です。

	目的
	記録の目的や意義を学び、リスクについて理解する。
多職種間（チーム）で共通認識を行える記録方法について学ぶ。

	受講

対象
	介護業務や相談業務等に1年以上従事している職員など

	内容
（概要）
	・対人援助に求められる記録とは・ＳＯＡＰで表現する

	④相談援助面接研修（初級編）
	定員　各５０名
参加負担金　各３,000円

	期日
	第１班：２０１９年　８月３０日（金）～３１日（土）
第２班：２０１９年１０月１８日（金）～１９日（土）【各２日間】※いずれも同じ内容です。

	目的
	対人援助職に必要な倫理や、面接の基礎的な知識・技術を再確認する。
実践的な手法を学び、相談援助業務を円滑に進められるようになる。

	受講

対象
	相談援助業務に1年以上従事し、より専門的な知識・技術の習得を希望する職員など

	内容
（概要）
	・相談援助専門職に必要とされる資質について・映像「面接の招待」を使用しての面接練習・相談援助職の心得と対人援助の基本的視点（ＹＥＳのメンタルセット、脱三角関係など）


	⑤相談援助面接研修（中級編）
	定員　４０名
参加負担金　５,000円

	期日
	前期：２０１９年　９月２０日（金）～２１日（土）
後期：２０１９年１０月１１日（金）～１２日（土）【全４日間】

	目的
	支援困難事例等に柔軟に対応・介入できる知識や技術を学ぶ。
利用者の生活状況や生活課題を理解・分析するための方法や援助技法を学ぶ。

	受講

対象
	相談援助業務に５年以上従事している職員など（先に④相談援助面接研修（初級編）を受講していることが望ましい）※申込書送付の際に、「基本情報シート」（別紙）を併せてお送りください。

	内容
（概要）
	・相談援助面接の基本と援助姿勢の考え方・アプローチ技法（医療モデル、社会モデル、ｼｽﾃﾑ論的家族療法ｱﾌﾟﾛｰﾁ法など）・ロールプレイを通しての面接のスキルアップ


	⑥福祉用具使用の考え方を学ぶ【福祉用具研修】
	定員　２５名
参加負担金　３,000円

	期日
	２０１９年６月１９日（水）～２０日（木）【 ２日間 】

	目的
	福祉用具を利用するための基本的な知識や技術を学ぶ。
利用者の身体状況に対応するための、福祉用具利用の柔軟な考え方を学ぶ。

	受講

対象
	福祉用具導入のための基本的な知識・技術の習得を希望する者

	内容
（概要）
	・福祉用具活用のための留意点とポイント・導入のためのリスクマネジメント・実際に福祉機器に触れて体験してみる（車いす、入浴用リフト、床走行型リフト、移乗用品、トイレ・バス用品など）


	⑦住宅改修を理解するための【住宅改修研修】
	定員　３０名
参加負担金　５,000円

	期日
	前期 ：２０１９年　９月２５日（水）～２６日（木）
後期： ２０１９年１１月１５日（金）～１６日（土）【 全４日間 】

	目的
	利用者が安心して在宅生活を送るための住宅改修の基本的な考え方を学ぶ。
住宅改修業者や多職種と住宅改修について検討するための、基本的な知識を習得する。

	受講

対象
	高齢者の相談援助業務に従事し、住宅改修の更なる知識・技術の習得を希望する者など
※前期終了後、後期までに住宅改修事例を提出頂くことが必須条件になります

	内容
（概要）
	・住宅改修の考え方（総論）　　・住宅構造、図面作成の専門知識　・図面作成演習（学習課題）　　　
・ビデオ、学習課題を材料に事例検討（福祉用具の活用と住宅改修）

	⑧在宅生活維持のための【排泄ケア研修（地域ケア編）】
	定員　４０名
参加負担金　３,000円

	期日
	２０１９年７月１２日(金)～１３日(土)　 【 ２日間 】※⑨施設編前期と同日開催

	目的
	利用者の在宅生活を困難にする排泄の問題について基本的な知識（排泄のメカニズム、排泄障害の原因と対処方法など）を学ぶ。

	受講

対象
	包括職員やケアマネージャー並びにデイサービスや訪問介護などの在宅施設の職員など
※事前学習課題（排尿記録）を提出頂くことが必須条件になります

	内容
（概要）
	・排泄ケアの基礎知識　・アセスメントに活用できる排泄記録の読み方・使い方・認知症高齢者の排泄ケア　・排泄ケアに役立つ用品・食品について（実演）


	⑨利用者の尊厳を守る【排泄ケア研修（施設編）】
	定員　４０名
参加負担金　５,000円

	期日
	前期：２０１９年７月１２日(金)～１３日(土)　※前期は⑧地域ケア編と同日開催
後期：２０１９年８月　９日(金)～１０日(土) 【 全４日間 】

	目的
	利用者の自主性を促し、能力を最大限に生かした排泄ケアの提供に必要な基本的な知識（排泄のメカニズム、排泄障害の原因と対処方法など）を学ぶ。チームケアを実施するための考え方・手法を学ぶ。

	受講

対象
	入所施設等で３年程度、排泄ケアに関ってきた職員など
※事例、事前学習課題（排尿記録）を提出頂くことが必須条件になります

	内容
（概要）
	・排泄ケアの基礎知識　・アセスメントに活用できる排泄記録の読み方・使い方・認知症高齢者の排泄ケア　・排泄ケアに役立つ用品・食品について（実演）　・排泄ケアにおける問題の捉え方、目標設定について　・事例検討


	⑩もう1度学びなおす【ピンポイント介護技術研修】
	定員　各３０名
参加負担金　各２,000円

	期日
	移乗介助編：２０１９年６月２６日(水)
おむつ介助編：２０１９年７月１９日（金）【 各１日間 】※片方だけの受講も可能です。

	目的
	基本的な介護技術について学ぶ・復習する。
職員間や利用者家族にも根拠をもってアドバイスできる職員を目指す。

	受講

対象
	介護業務に従事し、更なる知識・技術の習得を希望する職員など

	内容
（概要）
	・介護技術の基本　・ボディメカニクスで考える介護動作　・実技


各コースとも全日程受講を原則とします（一部分のみを受講することはできません）
５．会　場

　　『福島県男女共生センター』（女と男の未来館）　　二本松市郭内一丁目１９６－１
６. 受講申込み方法について

○別紙『受講申込書①②』により、ＦＡＸにて申込期間中に申込みしてください。送信状は不要です。
　2日以内に「到着確認印」済の返信ＦＡＸをさせていただきます。返信が来ない場合はご連絡ください。　　
申込期間　　２０１９年 ５ 月 １４日（火）～５月３１日（金）
※ただし、各コースとも定員になり次第締切となります。 
　　〇お申込みの際は、「受講申込書①」と「受講申込書②」を併せてＦＡＸしてください。
　　〇各コースとも先着順で定員になり次第締め切ります。同一の研修コースに複数名の申込をした施設（機関・事業所）については、受講者数の調整をさせて頂く場合がありますので予めご了承願います。
７. 受講者の決定について

〇申込締切後に受講者を確定し、受講決定通知を所属長宛てに送付します。
〇事前課題を課す研修の場合は、受講決定通知の際にお知らせいたします。
〇開催期日の早い研修コースから随時送付します。研修３週間前になっても受講決定通知等が届かない場合は、本会にご連絡ください。
８．個人情報の取扱について
　　『受講申込書』に記載された個人情報は、研修の運営管理の目的にのみ利用させていただきます。なお、本研修の名簿に氏名・所属・職名を記載します。

９. その他

〇参加負担金は、研修会初日に徴収します。その後欠席があっても返金はできませんのでご了承ください。
〇自然災害等により研修を中止または延期する場合には、県社協ＨＰにて周知させていただきます。
〇当該研修についてのお問い合わせは、下記までお願いいたします。

	✿お問い合わせ先✿
福島県社会福祉協議会　人材研修課　介護実習・普及センター（二本松事務所）
〒964‐0904　二本松市郭内一丁目196‐1（福島県男女共生センター5階）

電話　0243‐23‐8306　　ＦＡＸ　0243‐62 - 4633
　　　※日曜・月曜・祝日は定休（月曜が祝日の場合は火曜日まで休みとなります）



介護に関する講座


サロンやカフェなどの開催情報提供のお願い！！


福島県社協　介護実習・普及センターには、県内各地から様々な方が来訪されます。


そういった方々に身近で開催される介護講座や催しについて周知させていただきたいと考えております。ぜひ皆様が地域で開催・実施している講座等について情報提供ください。





①催し名　②日時　③場所　④対象者　⑤内容など


がわかるチラシ等を、ＦＡＸまたはメールでお送りください。


ＦＡＸ　0243-62-4633


E-mail　　kaigo@fukushimakenshakyo.or.jp
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